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研究の目的 

 
ハイパーブリッジとは，突起付きＴ形鋼を主桁に用い，床版部に高性能軽量コンクリートを用いた鋼・コンクリ

ート合成床版橋であり，他の橋梁形式と比較して構造高を低く抑制することが可能である．立体交差高架橋などの

多径間連続形式として更なる構造高の抑制，長支間化に対するニーズが高く，長支間・連続合成床版橋としての技

術の確立が求められるようになった．こうした背景の下，前田建設工業と川鉄橋梁鉄構とが共同でハイパーブリッ

ジの開発に取り組んでいる． 

 

技術の説明 

 

ハイパーブリッジは，DFT を底鋼板に溶接して主構造が構成され，正の曲げモーメントに対して圧縮側は DFT

フランジと現場打設コンクリートの合成断面で抵抗し，引張り側は底鋼板で抵抗する合理的な構造である．中間支

点をモデルにした負曲げ静的載荷試験を実施して，中間支点部に発生するひび割れ制御設計が可能であること，ま

た定点疲労載荷試験からは，139kN で 103 億回に相当する繰り返し荷重を与えても，普通コンクリート，軽量

コンクリート共に押し抜きせん断破壊は生じず，両者とも優れた疲労耐久性があること，さらに，階段状荷重漸増

載荷による輪荷重走行試験から，ハイパーブリッジの高性能軽量コンクリート床版は極めて高い疲労耐久性を有し

ていることが検証された． 

 

主な結論 

 

ハイパーブリッジの中間支点部を想定した実物大負曲げ静的載荷試験，高性能軽量コンクリートを用いた床版部

の定点疲労試験ならびに移動輪荷重走行試験の各々についての，試験概要とその結果の概要について述べた． 

負曲げ静的載荷試験から，負曲げ部においても平面保持の仮定が成立し，ひび割れ幅も精度良く推定できること

が明確となり，定点疲労載荷試験と輪荷重走行試験から，ハイパーブリッジの構造形式は疲労耐久性にすぐれてい

ること，また高性能軽量コンクリート床版は高い疲労耐久性を有していることが検証された． 
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